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夏の観察会のご案内

2026（令和 8）年の夏の観察会は，「果無山脈」を中
心に実施します。和歌山県田辺市と奈良県十津川村にわ
たって連なる果無山脈は，尾根筋には良好なブナの林が
残されています。大塔や法師山方面の眺望が開けた尾根
道ですので，自分のペースに合わせて観察できると思い
ます。尾根までの道路沿いの東ノ川には，サンショウウ
オが確認できるポイントもあります。初日は，本宮町四
村川周辺で行う予定です。会員以外の方も参加できます
ので，皆さんでお誘い合わせの上ご参加ください。　

記
期　日：2026 年 8 月 1 日（土）・2 日（日）
場　所：田辺市本宮町四村川，十津川村果無山脈周辺
日　程：8 月 1 日（土）

 　13：00「古道の歩きの里ちかつゆ」（田辺市
 　　　　 中辺路町近露 1810-1）駐車場集合　
 　13：30 ～本宮町四村川周辺で観察会
 8 月 2 日（日）
 　 8：10　宿舎出発
 　10：00 ～果無山脈にて観察会
 　14：00　現地解散の予定
 ◎ 2 日当日参加の方は，8：30 までに「古道の

歩きの里ちかつゆ」駐車場に集合して下さい。
宿　泊：おとなしの郷

 （田辺市本宮町渡瀬 45-3，Tel. 0735-42-1777）

費　用：15,000 円（1 泊 2 食＋弁当，参加費，保険料等）
 日帰り参加の方は，1,000 円

観察・調査：それぞれの場所で森林と動植物を観察・
調査します。魚類・水生生物の観察 ･ 調査も可能で
す。必要な用具は各自で用意して下さい。
交　通：「古道の歩きの里ちかつゆ」は，国道 311 号

沿いにあります。新宮市街からは，国道 168 号を経
由して西進して下さい。和歌山市方面から阪和自動
車道を使う場合は上富田 IC から，国道 424 号から
は県道 198 号を経由して，国道 311 号に入り東進し
て下さい。
・宿舎は，わたらせ温泉の手前をコテージ・キャン

プ場の表示から入り，対岸にあります。
申込先：〒 643-0165 和歌山県有田郡有田川町糸川 188

清水　理 方　南紀生物同好会事務局
Fax. 0737-32-2925，E-mail： smzosmjnk@gmail.com
SMS 090-9117-8397

◎締切日：2026 年 7月 17日（金） 厳守
 　宿舎の関係で例年より早くなっています

◎申込みは，葉書・Fax・メール・ショートメールで
お願いします。保険に加入しますので，住所・氏名

（よみがな）・生年月日・年齢・宿泊と食事の有無，
お持ちの方はメールアドレスを明記して下さい。
★HPでのご確認をお願いします。

ISSN 0389−7842Vol．LXVIII，No．1，June　2026

第 68 巻　第 1 号

2026 年 6 月

南 紀 生 物 同 好 会



「南紀生物」投稿規程（2018 年 9 月改訂）

1． 投稿者は，個人会員に限る。共著者には会員以外のものを含むことができるが，筆頭あるいは責任著者
は会員に限る。なお，編集委員会が認めたときは会員以外からの特別寄稿を受けることがある。

2． 投稿内容は，生物に関する総説・論文とする。総説・論文は，1編につき，刷り上がり 6頁以内とする。
 これを超過するものについては，超過頁印刷代の全額を著者が負担する場合に限り，認めることがある。
3． 原稿作成の留意点
1）原稿は日本語を用いて横書き（1行 25 文字× 30 行，句読点「。」と「，」）とする。A4 縦判の片面に打
ち出した原稿（図表含む正副 2部）を郵送し，同時に電子メールで添付ファイルとして送信する。和名
はカタカナ，学名はアンダーラインを引きイタリック体に，命名者は第 2文字以下に 2本のアンダーラ
インを引きスモールキャピタルに指定のこと。また，本文中に最初に出てきた学名には命名者名を入れ
ること。例．クマノチョウジゴケ Buxbaumia minakatae S.Okamura
2）1 頁目は，表題（和文と英文）と著者名（和文と英文）［＊印をほどこして最下行に脚注し，所属または住所，

E-mailアドレス（任意）を記す］とし，2頁目から，本文・引用文献・図表説明とする。必要ならば欧
文要約（Summary）を付ける。複数著者の場合は，右肩に数字を付け（例．１）， ２） ），責任著者には，＊印
も付けておく。
3）図はすぐに製版できるようにし，説明は別紙にまとめて書くこと。カラー写真の場合はカラーでプリ
ントアウトしたものを添える（色補正用に使用，白黒写真も受付）。本誌では写真も図として扱う。図（特
に図中の文字の大きさ）は縮小率を考えて作成すること。図の縮小率は編集委員会に一任すること。また，
表や図のおよその位置は原稿の右欄外に朱記のこと。なお，本会 HPの割付レイアウト用枠を参考にす
るとイメージしやすくなる。
4）本文中での文献の引用は次の例に従う。3名以上のものについては「ほか」または「et al．」とする。
 欧文人名は第 2文字以下に 2本のアンダーラインを引き，スモールキャピタルに指定のこと。
 　例 1．本種の検索にあたっては，松原（1955）及び明仁親王・目黒（1977）によった。
 　例 2．･･･ と報告されている（黒田，1957，1960;  湊，1976;  Adachi ＆ Wada，1998）。
 　例 3．Yamada et al．（2001）と山田ほか（2002）は ･･･
5）文献は本文中に引用されたものに限り，かつ，引用されたものはすべて末尾に一括して次の順にあげ
ること。①第1著者の姓のアルファベット順とする。②第1著者が同一の場合は単独のものを最初におき，
そのあとは第 2著者の姓のアルファベット順とする。第 2著者も同一の場合は，第 3著者以下について
上記に準じて配列する。③すべての著者が同一のものについては，発表の年代順とする。④同一著者か
つ同一年代のものについては，年号のあとにアルファベットを付して，1972a，1972b のように区別する。
6）末尾の引用文献は下記の形式によって記すこと。雑誌の巻数は波アンダーラインを引き，ゴシック体
に指定のこと。号数は（　）に入れる。
　　＜雑誌の場合＞ 　  著者名．年号:  表題．雑誌名，巻

〰〰
（号），頁．

　　＜単行本の場合＞   著者名．年号:  表題．頁数．発行所，発行地．
例 1．内田紘臣．1977:  紀州産多毛類Ⅱ ウロコムシ その 1．南紀生物，1

〰〰
9（1），6−12．

例 2．沼田　真．1967:  生態学方法論．改訂版．254pp．古今書院，東京．
例 3．三宅貞祥．1965: 十脚目異尾類（ANOMURA）概説．in　岡田　要ほか編．新日本動物図鑑［中］，

630−652．北隆館，東京．
例4．Sakai, T. 1969:  Two new genera and twenty-two new species of crabs from Japan．Proc. Biol. Soc. 

Wash., 8
〰〰

2, 243−280．
例5．Mayr, E. 1963:  Animal Species and Evolution. 797pp. The Belknap Press of Harvard University Press, 

Cambridge.
例6．Crisp, D. J. & E. Bourget. 1985: Growth in Barnacles. in J. H. S. Blaxter, F. S. Russell & M. Yonge eds. 

Advances in Marine Biology, 2
〰〰

2, 199−244. Academic Press, Cambridge, Massachusetts.

４． 原稿の採否，割付，再校以降の校正等については編集委員会に一任のこと。なお，初校のみを著者校正
とするが，版の組み換え等が必要な大きな変更は認めない。著作権は南紀生物同好会に帰属する。

※ 投稿の際は，この「投稿規程」と「会告」をよく読み，最近号も参照して下さい。
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